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ま え が き

　少子高齢化社会や情報化社会の中で、子どもたちを取り巻く環境は大きく変化して

います。そして、子どもたちには、人間関係を構築する力や社会性が育ちにくくなっ

てきていると言われています。

　人と付き合うのが苦手な子どもたちの背景には、どのようなことがあるのでしょう

か。また、人間関係を築いていける力は、どのように育てていったらよいのでしょうか。

　本冊子は、子どもたちが人間関係を築く力を育てていくための教師のかかわり方を、

具体的な場面を取り上げながらまとめたものです。

　これまでに、当センターでは「学級・ホームルーム担任のための教育相談」として、

いじめの問題をはじめとして、不登校の問題、リストカットの問題、キレる子の問題

などを取り上げてきましたが、それらはすべて人間関係の問題が背景にあると言って

も過言ではありません。また、ひきこもりの若者たちの問題も大きな社会問題となっ

ていますが、これもやはり人間関係の問題であると言うことができると思います。

　人間関係を築くための教師のかかわり方をまとめたこの小冊子が、先生方が児童生

徒と接する際に、参考になることを願っております。

　　平成20年３月

栃木県総合教育センター所長

五味田　謙　一　　
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１　人間関係を築く力とは何か

（1）人間関係が苦手な子どもたち

　現代は、人間関係が苦手で、何らかの人間関

係の問題を抱えている人が多くなってきている

ように感じられます。また、それぞれが「孤立

化」してきているような感じも受けます。

　子どもたちのことを考えてみても、集団活動

が苦手、うまくグループの話題の中に入ってい

けない、休み時間や自由な時間が苦手といった

ように、他の子どもたちと付き合うのが苦手と

いう問題が増えてきているようです。また、そ

うした子どもたちが自由に自分の気持ちや意思

を表現できずに、自分を抑えたり、無理にひょ

うきんな態度を取ったりすることがあります。

そして、疲れてしまって、やがて不登校やひき

こもり、リストカットなどの自傷行為、また逆

にキレるというような行為につながってしまう

ようなこともあります。

　また、今、子どもたちの間では「ウザイ」

「ムカつく」「キモイ」などという言葉がよく

使われています。さらに今年は「ＫＹ（空気が

読めない）」という言葉も流行しています。こ

うした言葉はいじめの問題にもつながっており、

やはり現代の子どもたちにとって人間関係が苦

手なものになってきているということをよく表

しています。

　それでは、人間関係とはどのようなものなの

でしょうか。また、どうして人間関係が苦手な

人が増えてきているのでしょうか。さらに、人

間関係を築く力とはどのようなものなのでしょ

うか。

（2）人間関係とはどのようなものか

　一般的に「人間関係」と聞いた時には、私た

ちはどのようなものを考えるでしょうか。例え

ば、職場の人間関係や地域における人間関係、

親子の人間関係、恋人との人間関係などを思い

浮かべる人もいるでしょう。また、子どもであ

れば級友、大人なら同僚のような人間関係を考

える人や、先輩と後輩、上司と部下のような人

間関係を考える人もいるかもしれません。さら

に、「教える人と教わる人」や「治療する人と

される人」、「世話をする人とされる人」のよ

うな人間関係も考えられます。

　とにかく、私たちは、ありとあらゆる人間関

係の中で生活しており、また、その人間関係で

悩み、人間関係は難しいと感じているのです。

　ここで改めて人間というものを考えてみると、

人間にとって一番大切なことは自分が生きてい

くということです。しかし、それは他の人も同

じです。そして、時にその利害が一致せず、摩

擦が生じることがあります。自分のことだけを

考えて行動していたら二者の関係は成り立ちま

せんし、さらに大きくは「社会」というものも

成り立ちません。人間関係とは、二人以上の人

間の間に生まれる関係であり、お互いに思って

いることや言いたいことがきちんと言えて、相

互に分かり合える関係を目指すことになります。

そして、そのためには、お互いに我慢をしたり、

譲ったりということが必要になります。「せめ

ぎあって、折りあって、お互いさま」（富田 ,2001）

という人間関係を身につけなければならないの

です。人間関係とは、実は人間が社会生活を営

んでいく上で最も基本的な部分にある大切なも

のなのです。

（3）人間関係が苦手になってきた背景

　現代においてはどうして人間関係を築くこと

が難しくなってきたのでしょうか。以下に、そ

の背景を考えてみます。

ア　家族関係の変化

　人間関係の基本は家族の中で育まれます。

乳児期に、泣き声だけで母親などの養育者か

ら自分の気持ちや要求を分かってもらって、

全面的に受け入れてもらえることが「基本的

信頼感」の獲得につながるとされています。

それは「安心感」であり、人間関係のベース

になるものです。そして、さらに自己肯定感

の獲得にもつながっていくものなのです。現

代は、様々な状況から、こうした安定した関

係を築くことが難しくなってきていると考え

られます。

　また、かつては兄弟姉妹間のけんかなどを
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通して体験的に身につけてきたはずの、相手

（他者）のことを考えて我慢したり譲ったり

することや、人間関係を調整したりすること

も苦手になってきています。

イ　仲間関係の変化

　仲間同士の集団体験が不足していることも、

人間関係を築く力を身につけることが難しく

なった背景の一つとして考えられます。かつ

て「サンマ（３間）がなくなった」と言われ

たことがあったそうですが、子どもたちに、

遊ぶ「時間」と「空間」と「仲間」がなくな

って、仲間関係を通して体験的に学習されて

きた人間関係が構築できなくなったというこ

とです。

　友人関係の発達は、従来「ギャンググルー

プ」（同一の行動をとる仲間関係）から「チ

ャムグループ」（話題を共有する仲間）へ、

そして本来の仲間である「ピアグループ」（お

互いの違いを認め合った仲間）へと発達・変

化していくと言われていましたが、今その発

達は遅延ないし停滞しているとも言われます。

そして、子どもたちの「集団を作る力」も弱

くなり、大きなサイズの集団は作れず、小集

団がやっと作れるといったようなことになっ

ているのです。

　このように仲間関係が変化したことも、我

慢や耐性、調整力などが身につきにくくなっ

てきていることの大きな原因と考えられます。

ウ　地域の変化

　隣近所同士も結びつきが弱くなり、お互い

に干渉しないという雰囲気があり、家族が孤

立化してきているというような変化も見られ

ます。

　また、地域の結びつきも弱くなり、地域社

会全体で子どもたちを育てていく地域コミュ

ニティも成立しにくくなってきています。

　地域で子どもたちが集まる機会も減少して

います。子どもたちは、地域社会の中で様々

な年齢層の大人や子どもたちとかかわること

により、多様な人間関係の在り方を体験的に

学んできたはずなのですが、それができにく

くなっているのです。

エ　社会の変化

　急速に豊かな社会に向かって進み、その結

果生まれてきた大量消費文化の中では、何で

もすぐに買ってもらえるようになり、我慢や

耐性を身につけることが難しくなってきてい

ます。

　さらに、人間関係を築く力が育たない背景

としては、情報化社会、ネット社会の影響が

考えられます。確かに便利で効率の良い社会

になってきました。しかし、その反面、こう

した社会では、様々な情報が氾濫することに

なり、また誹謗中傷も横行し、他者を信じる

ことができにくくなってしまいます。

　情報のスピード化は、子どもたちのみなら

ず、大人たちにも、常に何かせかされるよう

な感覚をもたらします。皆、心の余裕が持て

なくなり、じっくりと自分で考えて行動する

ことや、自分の悩みを自分で引き受けてゆっく

り考えるということができなくなってしまいま

す。そのことは当然人間関係の在り方にも影響

して、自分と相手の在り方を大切にした関係を

育むことができなくなってしまいます。

　さらに、ネット社会は、家の中に居ながら

にして他者との交流が可能であるということ

にもなり、ひきこもりやすくなるという側面

も考えられています。遊びがＴＶゲームを中

心にしたものになっていることも人間関係を

学ぶ機会を奪っていると考えられます。

　このことも含めて、様々な背景から人間関

係で傷つきたくない、嫌われたくない、人に

どう思われるかが常に気になるというように、

人間関係に「臆病」になってしまうことや、

際限なく他者に攻撃的になってしまうことな

ども生じていると考えられます。つまり、基

本的に現代社会の中では、安心した関係が築

きにくくなっているのです。

（4） 人間関係を築く力を育てるためには

　例えば「言っても仕方がない」「どうせ言っ

ても聞いてもらえない」「言っても怒られるか

説教されるだけ」「言っても変わらない」「言
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うのが怖い」「言ったら嫌われる」「言ったら

心配をかける」などと考えて表現しない（でき

ない）というような場合を考えてみます。こう

した場合は、信頼関係が築けていない、あるい

は人間関係が悪化しているということです。相

手から受け入れられているという思いがあれば

信頼関係ができるので、このような気持ちには

なりません。

　こうしたことを考えると、やはり「ほめられ

る」「認められる」「感謝される」などの経験を

通して、相手から受け入れられているという思

いを抱けて、相手との間に信頼関係が築けるこ

とが基本になります。そして、そうした積み重

ねが自己肯定感にもつながっていくのです。

　大人は常日ごろからのかかわり方を通して、

子どもたちとの間に信頼関係を築き、子どもた

ちが安心して、自分の思いを表現でき、表現方

法も学び、子どもたち同士でもよい人間関係が

築けるように援助していくことが最も大切なこ

とです。

　それでは、問題を未然に防ぐためには、また、

よりよい人間関係を築いていくためには、どの

ような力を育てていったらよいのでしょうか。

　以下に、人間関係を築いていくのに大切だと

考えられる力について述べていきます。

ア　自己を肯定できる力

　自分自身をある程度肯定的にとらえること

ができないと人間関係もうまくいかないもの

です。では、自己を肯定できるためにはどの

ようなことが必要なのでしょうか。

　それには先に述べたように、相手（他者）

から受け入れられていると感じていることが

必要です。他者から受け入れられることは自

分自身を受け入れることや自己を肯定的にと

らえることにつながっていきます。そして、

他の人から受け入れられていると感じること

ができるほど自分で自分を受け入れることが

できると言われています。すなわちこれが自

己肯定感が高いということになるのです。

イ「感情」に気づく力

　現代は、子ども自身が自分の「感情」をは

っきりとは自覚できなくなってきているとい

う問題があります。特にそれは自分自身の感

情を抑圧してしまったりする傾向の強い「よ

い子」と「被虐待児」に見られます。ここに

は、相手から受け入れられているという安心

した人間関係がありません。そして、子ども

たちの感情がうまく育たなくなってきている

のです。これはまた、相手の感情を適切に理

解できないという問題にも関係してきます。

　そういったことからも、安心できる関係を

つくり、その中で大人がゆっくりと子どもの

気持ちを言語化してあげることが有効だと考

えられます。

ウ　表現する力

　相手から受け入れられていると感じ、よい

人間関係ができ、「感情」に気づいたとして

も、それを適切に表現する能力が乏しいと、

相手に対してうまく伝わりません。大人は、

子どもとかかわる中で、子どもの気持ちを察

して、それを言語化してあげたり、相手にど

のように言ったらいいかを教えたりして、子

どもに表現の仕方を伝えていくように手伝い

ます。また、上で述べたようなことを日常の

学校場面で行うものとして、アサーション・

トレーニングやソーシャル・スキル・トレー

ニングなどがあります。

エ　自己をコントロールする力

　人間関係を築いていくためには、自分自身

の感情や行動を調整（コントロール）できる

力も必要です。衝動的に行動せずに「我慢」

ができれば、「キレる」というような、人間

関係を破壊してしまいかねない行動を防ぐこ

とができます。また、自分自身のストレスに

適切に対処できる力や方法の学習も大切です。

　大人が子どもの話によく耳を傾けて聴き、

その気持ちを分かってあげると子どもの怒り

や悔しさなども少し治まっていきます。また、

対処方法も一緒に考えていけると、子ども自

身が自分の行動をコントロールできるように

なり、よりよい人間関係が築けるようになっ

ていきます。
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一人一人がかけがえのない存在であるという認識

をもち、一人一人のよさを認めながら子どもとか

かわっていくことが大切になります。教師がモデ

ルになり、子どもの理解を深めると共に、子ども

たちに温かい言葉をかけていくことで、子どもた

ちは、お互いに友達へのかかわり方を学び、少し

ずつ人間関係を築く力を育んでいくのです。　

　それでは、教師はどのように子どもにかかわっ

ていったらよいのでしょうか、また、人間関係を

築く力を育てるためには、どのように子どもたち

の中に介入し、子ども同士の人間関係を調整して

いったらよいのでしょうか。それには、まず子ど

もが何を伝えようとしているのかを教師が理解し

ようとすることです。そして子どもの話をどう理

解していくかということを一方で考えつつ、自分

が今何を感じ、何を伝えたいのか、この場で何を

言うことがふさわしいのかを考えて、子どもとか

かわっていくことです。これは、すべての子ども

に対して、今頑張っていること、また今まで頑張

ってきたことや努力を言葉に出して具体的に褒め

たり、励ましたりすることであり、これによって、

子どもはより自信をもつことができます。

　また、子ども自身が自分のがんばってきたこと

を子ども同士で話し合ったり、クラスのみんなに

話したりすることによって、自分の話を友人に聞

いてもらえたという満足感を得ることができます。

そして、聞いてもらった後の友人からの温かな言

葉は、子どもにとっては喜びとなり、励みになっ

たり、自信になったりします。

　教師が子どもをどう認めていくか、また子ども

同士の喜び合い、励まし合う関係をどう育ててい

くかが、人間関係を築く上で大切になってくるわ

けです。以下にそのポイントをあげます。

①　子どもが話しやすいようにする

　「聞いていますよ」というメッセージを言葉

や態度に込めて返していくと、子どもは安心し

て話せるようになります。

②　子どもの気持ちを受け止めていく

　子どもの話を一方的に「批判」したり、「評価」

したり、さらには「忠告」したりせず、子ども

の気持ちを受け止め、また、それに対する自分

オ「聞く」力

　人間関係を築くためには、自分の側からき

ちんと「発信」できる力だけでなく、相手の

感情や言いたいことなどをきちんと理解でき

るという「受信」できる力も必要となります。

先入観や思い込みで理解せずに、はっきりし

ない時や分からない時には相手に確かめると

いうことをすればズレが生じないで済みます。

　さらに最後まで話し合えているかどうかと

いうことも考える必要があります。もしかす

ると、話を打ち切ってしまってはいないか、

また、相手に「言えない」「言いたくない」

という思いを抱かせていないかなどを考えて

みることが必要です。

　こうしたことを、子どもとのかかわりの中

で気づかせてあげられるようなかかわりも大

切です。

　人間関係の基本とは、やはり相手の考えや

気持ちをしっかりと受け止め、自分の考えや

気持ちもきちんと表現し、その一致点や相違

点を考え、やりとりしていくことなのです。

そのために大切なことは、やはり信頼関係と

そこから生まれる安心感なのです。

２　学校で人間関係を築く力
　を育てるために

　学校は、子どもたち一人一人がそれぞれの特性

を生かしながら、集団や社会の中で自己実現でき

るような資質や能力・態度を習得させ、それらを

発達させていくという役割を担っています。その

中で、今課題となっているのは、友達が作れなか

ったり、友達の中に入っていけないなど、人とう

まくかかわれなかったり、人間関係を築けなかっ

たりする子どもが増えてきたことです。これをど

のように改善し、望ましい人間関係をつくってい

くかを考える時、人とのかかわりを学ぶ場として、

学校の果たす役割は大きいといえます。

　人間関係を築く基盤にあるのは信頼関係です。

そしてそれは教師と子ども、子ども同士のかかわ

りを通して築かれていくものです。まず教師が、
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の気持ちを素直に子どもに伝えていくと、子ど

もは自分の気持ちを分かってもらえたと感じ、

自分の言葉で表現できるようになります。

③　子どもが安心して応答できるように、気持ち

　を推し量る

　原因を追求したり、非難したり、あるいはす

ぐに解答を求めたりしようとせずに、子どもの

置かれている状況を推し量りながら、問いかけ

たり、じっくり待ったりすることによって、子

どもは安心して話せるようになります。

④　子どもの心の中にあるものを見つける手助け

　をする　

　子どもが何をしたらよいのか解決の糸口がつ

かめず困っている時に、子どもを責めたりする

のではなく、相手に寄り添い、具体的な質問を

しながら一緒に解決策を考えていくと、子ども

の心の中が少しずつ整理され、解決の糸口が見

つけられるようになります。

⑤　子どもが納得いくように話す

　子どもが好ましくない行動や態度をとった時

には、子どもの話を聞かずに注意や叱責、禁止

などをしがちです。しかし、子どもは注意され

たことを、一応その時だけは受け取りますが、

心から納得しない限りは、反抗的な態度を示し

たり、同じ失敗を繰り返したりします。子ども

が納得するように、心に働きかけていくと、子

どもの行動が変わっていきます。

⑥　子どもを認め、励ます

　子どものよいところや努力してきたこと、ま

た子どもが重ねてきた事実などを認め、励まし

ていくことで、子どもは自己肯定感が高まり、

意欲が出てきます。

３　かかわりのポイント

　それでは、学校で教師が子どもとかかわる具体的な

場面を中心にして、人間関係を築く力を育てるための

かかわり方について述べていきます。以下にかかわり

のポイントの見方を示します。

(１) 〜 (６)  かかわりのポイント

○ 教師が子どもにかかわることで

　 育つ力

教師と子どもとの間でありがちな会話

かかわりのポイント

○教師が子どもとかかわっていく上

でのポイントの説明

○子ども同士の人間関係をどのよう

に調整していくかの説明

事例（概要）

◇子どもの気持ちに寄り添ったかかわり例

Ａ男：

先生：

Ａ男：

先生：

事例におけるかかわりのポイント

○子どもの言動を教師がどのように

受け止め子どもに返していくか

○子ども同士の人間関係がつくれる

ようにするために、どのように教

師が介入していくか
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　（１）子どもが話しやすくなるかかわり

子どもは話してみようという気持ちを抱くことができる 

　　ありがちな会話

かかわりのポイント

　「話しやすい」と感じるのは、温かい雰囲気で、よく話を聴いてくれたと感じる

時です。そのためには、まず心から相手の話に耳を傾けることが大切です。

　その子に対する先入観などで「～に違いない」と決めつけて話を聞いていると、

素直にその子の思いを受け取れなくなってしまいます。

　教師が子どもの話を聞く時の態度としては、①今、自分のしていることをやめる

②相手に体を向ける③最後まで話を聞くことが必要です。また、「あなたの話を聞

いていますよ」というメッセージになるように、声の大きさ、高さ、顔の表情、タ

イミングなどに気をつけて相づちを打ったり、うなずいたりすることも大切です。

　そして、子どもの話を聴いて、わかったことを「あなたは～と思っているんだ

ね」と返してあげると、子どもは、さらに話しやすくなります。

　「自分のことをわかってくれた」「わかろうとして、一生懸命に話を聴いてくれ

ている」と感じた時に、子どもは安心感を持ち、「もっと話してみよう」という気

持ちを抱くことになります。このことは、人間関係を築いていく上での基本になり

ます。
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　事例

　　小学校３年　女子　宿題を忘れてしまったことを先生に話す場面

　Ａ子：先生、宿題忘れました。

　先生：あら、最近気をつけていたのに、どうかしたの。

　Ａ子：昨日、ちゃんとやったのに。たぶん、家の机の上だと思うんだけど。

　先生：ちゃんとやったのに残念だったね。明日、忘れずに持ってこられますか。

　Ａ子：はい。絶対忘れない。

　先生：それじゃ、明日まで待ってるね。忘れないように連絡帳に書いておいてね。 

事例におけるかかわりのポイント

　いつも忘れ物が多いＡ子は、最近、先生やお母さんと忘れ物をしないという約束

をして、少しずつ忘れ物をしないように気をつけるようになってきました。しか

し、今日は、宿題をやったのに、家の机の上に置いてきてしまいました。そのこと

を先生に伝える場面です。

　今まで忘れ物が多かったＡ子が、宿題を忘れたとなると「また忘れた」という思

いが頭をもたげてきます。その時に、「また」などと言ってしまうと、「先生はや

っぱり私をそう見ているんだ」という気持ちになります。それでは、せっかく忘れ

物をなくそうと頑張っているＡ子は、頑張る意欲さえなく

してしまいかねません。そこで、先生は今までの努力を認

めるとともに、宿題を忘れた理由をＡ子に聞いています。

　Ａ子の言葉を信じて、まず最後まで話を聴いていくこと

が大切です。そして、さらに今まで頑張ってきた様子を認

めていることを伝えることで、今日は失敗したけど、明日

は気をつけようとＡ子が思うようになっていくのです。
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　（２）子どもの気持ちを受け止めたかかわり

子どもは自分の気持ちを言葉で表現できるようになる 

　　ありがちな会話

かかわりのポイント

　子どもの不平や不満に対して、教師は子どもの話をじっくり聞く前に「そんなこ

とはよくない」「こうした方がいい」などと批判や忠告をしてしまうことがありま

す。この時には、教師の価値観や社会通念から子どもを見ていることが多いもので

す。教師からこのようなことを押し付けられると、子どもは「気持ちをわかっても

らえない」と心を閉ざしてしまうことになりかねません。

　教師が自分の考えを先に言わないで、まず子どもの目線でその状況を捉えてみれ

ば、子どもを尊重したかかわりができるようになります。まずは子どもの気持ちを

受け止めることです。そして、「ああ、そう思うんだね」とか「それで嫌になって

しまうんだね」と受け止めた気持を素直に子どもに伝えていきます。その上でどう

したらよいかを一緒に考えようとしてかかわれば、子どもは気持ちを出しやすくな

り、前向きに考えていくことができるようになります。その際には、教師は一方的

に気持を伝えるのではなく、お互いの意図することを理解し合えるように、子ども

と考えや気持ちのやりとりをしていくことが大切です。

　このようなかかわりを続けることで、子どもは自分の気持ちや考えを言葉にして

表現し、人とのつながりをつくっていこうという意欲が高まるのです。
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　事例

　　高等学校１年　女子　面談で母親に対する不満を訴える場面

　Ａ子：もう、うちの母親むかつくんですよ。

先生：どうして。                                                                

Ａ子：だってわたしの話を全然信用してくれないんです。この間、部活をやって

帰ったら遅くなっちゃったんですけど、「またどこかで遊んできたんでしょう」

と言って、いくら説明しても聞いてくれないんです。

先生：そうだったんだ。                                                          

Ａ子：確かに、１学期の頃は部活をやめようかなと思っていて、中学校の友達と遊んでば

かりいたから。でも、今は３年生までは続けようと本気で思っているんですよ。                                                        

先生：しっかりと考えているんだね。一生懸命やり始めたのに、信じてもらえてないと

思ったのかな。

Ａ子：そうなんですよ。だからもう親とは話したくない。

先生：今、話してくれたこと、お母さんに伝えたことあるかな。

Ａ子：どうせ言っても聞いてくれないから言ってません。

先生：親はあなたがしっかり考えていることを知らないから、前のように心配しているん

じゃないかな。誤解している面もあるかもしれないね。

Ａ子：それもあるかもしれません。じゃあ、少し話してみようかな。 

事例におけるかかわりのポイント

　教師は、１学期の頃のＡ子の状況を知っていると、今の本人の状況をよく見よう

とせずに「そういう時期もあったから、親がそう言うのも仕方ない」と判断したり、

親と会話をしていないことを「それはよくないよ」などと批判したりしてしまいま

す。

　この例では、そこに触れずに、まずは「むかついている」理由を聞いたり、信じ

てもらえていないと感じているＡ子の気持ちを受け止めたりしています。それに

よってＡ子は、自分の気持ちをわかってもらえた、という安心感を得ています。ま

た、教師とのやりとりの中で、自分で思っていることを人に伝えればわかってもら

えるのかもしれない、ということを体験しています。そして、Ａ子は母親に対して

も「じゃあ、少し話してみようかな」と自分で次のことを考えていけるようになっ

ています。                                                                 

　このように、気持ちを受け止めたかかわりは、教師側から意見を押しつけないの

で、子どもは自発的に自分を見つめることができ、気づいた自分の気持ちを言葉で

表現しやすくなっていきます。
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　（３）子どもが安心して応答できるかかわり

子 ど も は 安 心 し て 話 せ る よ う に な る 

　　ありがちな会話

かかわりのポイント

　子どもに「なぜ？」「どうして？」と、問いかける場面があります。それらの言葉は、
原因を追求したり、相手を非難したりする時に使われがちです。これは、話したい
ことも話せない状況に子どもを追い込んでいくことになります。子どもにとっては

「『どうして』と聞かれても困る。何と言ったらいいのかわからない」というのが正
直なところで、そのために黙ってしまうことも多いものです。しかも、何度も繰り
返されると、早くこの場を去りたくなる気持ちと共に、「もう何を言ってもだめだ」
と心を閉ざすことになるのです。ですから子どもが、自分の考えや気持ちを素直に
表現できるようなかかわりをすることが大切です。相手がどのような気持ちでいる
のかを考えながら、「何かあったの？」と具体的に問いかけることで、子どもが答
えやすくなるものです。
　また、どうして黙っているのかを考えることも大切です。子どもが黙っている時
に、教師は「こういうことかな」と気持ちを推し量ったり、待ってあげたり、また、

「あとからでもいいよ」「あとで話そうね」というメッセージを送ったりすると、子
どもは安心して考えることができます。つまり沈黙を大事にし、じっくりと答えを
待つという姿勢は、子どもに安心感を与えることになるのです。                                                                           
　子どもの気持ちを推し量りながら、温かな言葉をかけることで、安心して話せる
ようになると共に、子ども自身も肯定的に考えられるようになります。自分を肯定
的にとらえることができるようになると、子どもは落ち着き、積極的になり、前向
きに取り組めるようになります。
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　事例

　　小学校５年　女子　音楽の時間、いつもと様子が違う場面

（授業中）

先生：Ａ子さん、どうしたの。

Ａ子：…。

先生：何かあったの。

Ａ子：うーん…。                                                                 

（次の休み時間）

先生：Ａ子さん、どうかしたの。

　　　いつもはみんなと歌っているのに、今日は元気がないから何かあったのかなって

思ったんだよ。もしよかったら、話してくれないかな。

Ａ子：今朝、お母さんに怒られちゃって…。

先生：そうだったんだ。

Ａ子：歌う気持ちになれなくて ･･･。

先生：そう。朝から気になっていたんだね。

Ａ子：はい。

先生：気になっているようだったら、少し話そうか。 

事例におけるかかわりのポイント

　授業中、みんなと同じようにやらない子がいると、教師はなぜやらないのかとい

う思いで、何とかしようと焦ってしまいがちです。子どもに「なぜ？」「どうして？」

と理由を追求することは、子どもをせかし追い込んでいくことになります。教師は、

子どもがいつもと様子が違う時は、すぐに叱るのではなく、「何かあったのだろう」

と考え、肯定的に受け止めていくことが必要です。

　この場面では、子どもの様子がいつもと違うと感じ、「何かあったのだろう」と、

まず子どもの気持ちを考え、声をかけています。そして、休み時間になってから、

話を聞いています。もしかしたら休み時間に友達とトラブルがあったのかもしれな

い、家で親に叱られて登校したのかもしれない、あるいは何か心配なことがあるの

かもしれないなど、教師が子どもの困っていることを予想し、話を聞いています。

気持ちを受け止めてもらったことによって、子どもは少しほっとします。

　そして、教師から「気になっているなら、話そうか」と提案して、子どもの悩み

を理解しようとしています。教師がじっくりかかわっていくことで、クラスの他の

子どもたちも、温かい気持ちで待つことができるようになるものです。このように、

教師がその子の気持ちを推し量ったかかわりをしていくことで、教師と子どもが理

解し合ってコミュニケーションをとれるようになり、子どもも肯定的に受け止めて

もらえたと感じ、安心して話せるようになります。
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　（４）子どもの心にあるものを見つける手助けをするかかわり

子どもは心の中を整理することができる 

　　ありがちな会話

かかわりのポイント

　子どもが「～ができない」と言う時は、言葉の裏側に「少しでもできるようにな
りたい」「できるようにしなくては」という気持ちが隠れていることが多いものです。
この本心に近づくためには、まずは、できなくて嫌になってしまっている子どもの
気持ちにしっかりと寄り添って話を聞いていくことが大切です。そうすると、子ど
も自身が自分の心の奥底にある気持ちや考えに自然と気づいていきます。また、冷
静に事実を確認し、「できるものもある」とか「できた時もある」などと例外的に
うまくいっていることに目を向けさせるようにします。そして、「できる時は、で
きない時とどんなことが違うのかな」と問いかけ、少しでも改善できるための条件
を探していきます。そうすることで、できないことを気にするということから、で
きるための条件を整えていく努力をするという方向に視点を変えることができま
す。このかかわりの根底には「子どもにはやれる力がある」と信じる姿勢がありま
す。子どもが実践してみたら、その後も言葉をかけ、少しでも成功していたらその
努力を認めます。
　このように、子どもの本心を大切にしながら、解決の糸口を見つけていくかかわ
りによって、子どもは心の中にある感情や考え、自分の可能性に気づき、今持って
いる力をうまく行動につなげる体験をすることができます。
　心の中を整理することは、現状から一歩踏み出すきっかけをつくることになりま
す。また、ストレス場面におかれた時に適切に対処する力を身につけていくことに
もなるので、人間関係を形成していく上で、重要な意味を持ちます。
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　事例

　　高等学校２年　男子  勉強で投げやりになり、担任のところに来た場面

Ａ男：先生、今度のテスト、数学は捨てたから。全然解けないし、やる気なくす。

先生：そう。テストは来週だね。そんなに難しいんだ。

Ａ男：範囲も広くて、どうせ勉強が終わらないし…。１学期まではできてたのにな。

先生：１学期はできてたよね。あの頃はどんな風に勉強していたの。

Ａ男：授業に一応集中してたし、家でも問題集をやってました。

先生：今はどうしているの。

Ａ男：最近は部活動で帰る時間が遅いから、勉強する時間があまりないんです。授業にも

ついていけなくて。このままじゃ、工学部に行けないですよね。                                                                

先生：工学部に行けない、と心配しているのかな。

Ａ男：ええ。だって数学ができなくちゃ無理でしょ。

先生：今日、こうして話しに来たということは、何とかしたいという思いがあるからじゃ

ないのかな。これから少し時間があるから一緒に考えてみようか。 

事例におけるかかわりのポイント

　Ａ男には、最初投げやりな発言がみられますが、担任のところにわざわざ話しに

来るということは、心の中に何とかしたいという気持ちがあるということに教師が

気づくことが大切です。ここで表面的な言葉だけに反応し、「そんなことを言わな

いで頑張らないと」などと説教をして精神論を押し付けてしまうと、生徒が自分の

心のもやもやを整理していくチャンスを逃してしまうことになります。

　そこで、この例ではまず、「難しい」と感じ、投げやりになっている生徒の気持

ちをよく汲んでいます。次の「どうせ終わらないし」という言葉からは、この生徒

の焦りも感じ取れます。そこで、教師は１学期はできていたという本人なりの自信

を大事にし、そこを手掛かりに「どうしてできていたのか」を聞いていきます。こ

のように、気持ちを理解しながらも、「今はどうしているの」と事実を整理してい

けるような問いかけをしています。

　このように丁寧にかかわっていった結果、生徒の方から「工学部に行けないです

よね」という核心の部分が言葉として出てきました。生徒自身が、今の焦りは心の

中にくすぶっている進路に対する不安からくるものであることをはっきりと認識し

たわけです。

　心の中が整理できたら、次は具体策を一緒に探っていきます。心情面だけでなく、

行動面でも解決の糸口が見つけられるよう、時間をとって話し合っていくと今後の

学習に対する方針が見えてきて、部活動も含めた学校生活全体への取組が変化して

いきます。
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　（５）子どもが納得いくかかわり

子 ど も の 行 動 が 変 わ っ て い く 

　　ありがちな会話

かかわりのポイント

　子どもがとった好ましくない行動や態度に対して、すぐに叱りつけたり禁止した

りしても、子どもは一応謝るものの、なかなか自分の行動を改めたり反省したりで

きないものです。そして、また同じような行動を繰り返すことになったり、次第に

教師に対して反抗的な態度を取ったりするようになってくるのです。また、その不

満が「いじめ」というかたちで友達に向けられたりもします。子どもの心を動かす

には、まず子どもの気持ちを十分に受け止め、子どもが納得するように働きかけて

いくことが必要です。例えば子どもが「僕は悪くない」と言う時、「わざとじゃな

い」とか「自分だけが悪いとは思わない」など、その子なりの言い分があるわけで

す。まずその子どもの言い分を受け止めながら事実の確認をしていきます。その際

には、自分から「謝りたい」という気持ちになるように、よく話を聞いていくよう

にします。このことで、子どもは自分の気持ちがわかってもらえたと感じて安心し、

物事を冷静に考えることができるのです。

　指示や命令、禁止だけでは子どもの心は動かせません。特に、命令だけでは、お

互いの信頼関係を築くことも難しくなります。大切なことは、子どもが納得できる

ようなかかわりをしていくことです。それは、子どもに自発的な行動を促すことに

なり、子どもの行動が変わっていくことになるのです。
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　事例

　　小学校２年　男子　休み時間に友達にぶつかり、トラブルになった場面

先生：どうしたの？                                                             

Ａ子：Ｂ男さんがぶつかってきた。

先生：Ａ子さん、大丈夫？

Ｂ男：わざとじゃないよ。早く外に遊びに行こうとしていてわからなかったんだよ。

先生：Ｂ男さん、急いでいたからＡ子さんに気がつかなかったんだね。

Ｂ男：うん。

先生：でもＡ子さん痛そうだよ。

Ｂ男：Ａ子さん、ごめんね。

Ａ子：うん、大丈夫だよ。

事例におけるかかわりのポイント

　「○○がぶつかった」「○○がたたいた」と、子どもはよく訴えてきます。しか

し、やった本人は何とも思っていないことが多いものです。「自分は悪くない」、

むしろ「相手が～したから仕方がない」と思っている子も少なくありません。そん

な状況で、「謝りなさい」「～しなさい」と指示しても、その子が納得しない限り

はこちらが思うような行動はとらないものです。

　ここでは、教師がトラブルに介入し、まずＡ子とＢ男の話を聞いています。Ａ

子は、Ｂ男がぶつかってきたことを教師に訴えています。教師はＡ子に、「大丈

夫？」と声をかけ、けがはないかを確認しています。Ｂ男は、わざとＡ子にぶつか

ったのではなく単に早く遊びに行きたくて走った時に、ぶつかってしまったという

ことを言っています。教師はＢ男の言葉を受け止め「急いでいたから」と言い換

え、それをＢ男に確認しています。Ｂ男はここで、「わざとじゃない」ということ

が教師にわかってもらえたと思えるのです。それから

教師は「Ａ子は痛そうだよ」ということをＢ男に伝え

ています。そして、教師に指示されなくても、素直に

Ａ子に謝ることができるのです。

　つまり、子どもの納得いくような言葉かけ、かかわ

りによって「自分から～しよう」という、自発的な行

動に変わっていくわけです。
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　（６）子どもを認め、励ますかかわり

子どもは自己肯定感を高めることができる 

　　ありがちな会話

かかわりのポイント

　子どもの行為を認めたり、積み重ねた事実を十分に認めたりすることは、子ども
にとって大きな励ましとなり、それは自信へとつながっていきます。つまり、子ど
もの性格、状況や背景を理解した上で、子どもの行為を肯定的に受け止め、やる気
が出るような言葉をかけることによって、自己肯定感を高めることができるのです。
　何かに取り組もうとする時、誰もがみんな必ずしも一生懸命に頑張れるとは限り
ません。なかなか気が進まず、やらなくてはいけないことを避けてしまい、その場
から逃げてしまったり、後回しにしてしまったりすることもあるものです。そんな
時、子どものできたところやよかったところ、そして今までやってきたことや努力
を認め、温かい励ましの言葉をかけることで、子どもはこの先、よいイメージを持
って、積極的に物事に取り組めるようになります。「もう、ここまでできた。すごいね」
など、視点を変えたちょっとした言葉かけが、前向きな姿勢や考え方を促すことに
なり、子どもの気持ちが変わっていくのです。
　また、自分のやることに自信が持てない子は、他の子と比べて劣等感を持ってい
るため、おどおどしていたり、新しいことに取り組もうとする時、尻込みしてしま
ったりするものです。教師の「もっと自信を持って」という励ましの言葉は、子ど
もに、「叱られている」、「非難されている」と受け止められ、さらに自信を失わせ
ることになります。そんな時もできていることや努力していること、よいことなど
を具体的に認め、ほめていくことが大切です。
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　事例

　　中学校２年　男子　授業中ぐったりと机にうつ伏せになっていた生徒に、休み時間、廊下で声をかけた場面

先生：どうしたの。 最近元気がなくて、疲れているようにみえるけど。

Ａ男：別に。

先生：そうかな、なんか気になっていることでもあるのかな？

Ａ男：全然勉強がわからないし、やる気ないんだよね。

先生：そうか、勉強がわからないんだね。

Ａ男：それだけじゃないけど ･･･。

先生：他にもあるんだ？もしよかったら話してみて。

Ａ男：毎朝、部活の練習で疲れちゃっているんだよ。出ないと顧問に怒られるし。

先生：そうか、朝の練習も頑張っているんだ。結構きついんだね。

Ａ男：うん、でも部活は好きだし ･･･。

先生：本当に、部活も一生懸命頑張っているんだね。

事例におけるかかわりのポイント

　授業中、姿勢が悪く、机にうつ伏せになっている子どもを見ると、教師は、やや
もすると子どもに対して「やる気がない」と叱り、「もっとしっかりやるように」
と注意しがちです。しかし、子どもが少しでも授業に前向きに取り組もうという気
持ちになるためには、まず、今の状態になっているのはなぜなのか、その背景を理
解しかかわっていくことが大切です。 
　ここでは、教師がいつもと違うＡ男の様子を見て感じたこと、また「どうしたの
だろう？」と気になっていることをＡ男に率直に伝えています。そのことでＡ男は、
自分が非難されたのではなく、自分のことを心配してくれていたんだとほっとした
気持ちになるわけです。次に、教師が「気になっていることでもあるの」と言うこ
とで、Ａ男は少し話してみようかなという気持ちになり、さらに「もしよかったら
話してみて」と言うことで具体的に話をしてみようかなという気持ちになっていき
ます。
　このように無理に話をさせるのではなく、Ａ男を尊重したかかわりをしていきま
す。さらに教師がＡ男の部活動での頑張りを認めることで、自分のことが分かって
もらえたとＡ男は実感します。するとＡ男の問題が授業なのか、部活なのかが少し
ずつ明確になっていきます。また自分の努力が認めてもらえたこと
で、自己肯定感も高まります。そして自分の問題が明確になった時、
自分の行為を振り返り、これからのことについて考えることができ
るようになるのです。
　本人の気持ちが少しでも変わっていくためには、行動そのものを
批判するのではなく、その背後に隠された気持ちに関心を向け、で
きるだけ子どもを認め、励ますことが大切です。これによって、子
どもは自信を持って、主体的に行動できるようになります。
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４　まとめ

　子どもが人間関係を築いていくために大切だと

考えられる力として、自己を肯定できる力、「感

情」に気づく力、表現する力、自己をコントロー

ルする力、「聞く」力をあげました。これらの力

を築く土台として大切なのが「安心感」です。

　自分を受け入れてもらえる安心感、感情を表現

しても大丈夫だという安心感、認めてもらえる安

心感があるからこそ、子どもは、人と関係をもっ

ていこうと思うのです。人間関係を築いていく中

では、受け入れられる場合だけではなく、考え方

が異なったり、意見が食い違ったりすることがあ

って当然です。その時に、子どもが、自分の意見

を言いながらも相手の意見を聞き、そして、折り

合える部分を探し結論を導いていく過程を経験し

ながら育っていけると、「人間関係は築いていく

もの」であることを実感できるのです。また、同

時に、いろいろな人とかかわっていこうとする気

持ちも育っていきます。しかし、人間関係を築い

ていくことは容易ではありません。ですから、自

分を受け入れてくれる安心感のある関係が土台に

あることが重要なのは言うまでもありません。今、

親子関係や友人関係において、この「安心感」が

得にくくなっているのです。子どもを受け入れる

立場の大人でさえも人間関係を築いていくことが

難しいといえるのです。このような現実の中で、

少しでも「安心感」が得られ、信頼関係が築けるよ

うな教師のかかわり方を具体的に述べてきました。

　さらに、教師が子どもとかかわっていく時に考

えていかなくてはならないことは、成長に合わせ

たかかわり方をするという視点をもっていること

です。ここでは、子どもの成長に合わせてどのよ

うにかかわっていったらよいのかを考えてみたい

と思います。

（1）人間関係の広がり

　人間関係は一対一の関係から始まります。自

分と親、自分と先生という二者関係の中で「受

け入れられている」「分かってもらえる」とい

う安心感が得られるようなかかわりが重要にな

ります。

　例えば、子どもが転んで痛みをこらえながら

泣きべそをかいた時に、「痛かったね。よく泣

かないで我慢したね。偉かったね」と、「痛

かった」気持ちは受け止めながら、泣かないよ

うに我慢している気持ちも分かったことを伝え

ます。これによって子どもは、痛みも我慢も分

かってもらえたと感じることができるのです。

ともすると、大人が、痛くても「痛くない」と

いうことが強い子だという意識を植え付けるこ

とがあります。しかし、痛みを感じることは自

然であるので、それを受け止めてあげることが

大切なのです。このように、痛い、悲しい、嫌

いなどの感情であっても、それらを感じること

は悪いことではなく、当然起こってくる感情で

あることを認めることが、その子の気持ちをま

ず受け止めることになります。その感じたまま

を行動に移すかどうかの判断は必要になります

が、まずこうすることによって、子どもが、自

分が感じたことをこの人になら安心して表現で

きるということを味わうことが大切なのです。

その上、さらに、自分が痛みを我慢したことも

認められることによって、このままの自分でい

いのだという自信がついてくるのです。このよ

うなことを積み重ねていくことによって、安心

感を得て、さらに人間関係を広げていこうとす

る意欲が生まれてくるのです。

　二者関係は、次に友人関係へと広がっていき

ます。今の子どもたちには、友達と意見が合わ

ない場合、一方的に主張するか、または、言わ

れるがままになるか、お互いに主張せずに当た

り障りのない関係で過ごしていくかという状態

が見られます。これは、異なる意見でも認め合

える経験や、多少行き違いはあっても、人間関

係は修復できるという経験がなく育っているこ

とに関係しているのではないでしょうか。

　学校生活という集団生活を営む場においては、

子ども同士の関係を醸成する経験を重ねていく

ことが大切になります。教師は、日常生活の中

で意識的に子ども同士の関係に介入したり、見

守りながら援助したりすることが必要になって

きます。
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（2）発達に合わせたかかわり

　人間関係の基盤が信頼できる大人との一対一

の関係であるとすれば、まず、小学校低学年で

は、教師との一対一の関係をしっかりとしたも

のにしていく必要があります。そして、友人関

係が広がる中学年にかけては、子ども同士のト

ラブルを指導のチャンスと捉えて、教師が、お

互いの言い分を聞いてそれぞれの思いを代弁し

たり、誤解がないようにそれぞれに話をしたり

して、納得する結論を導いていく経験をさせて

いくことが有効ではないでしょうか。子ども同

士のトラブルをけんか両成敗で終わりにしたり、

自分たちで話し合って解決させたりすることも

ありますが、これでは、子どもが納得できる指

導にはならず、また、何をどう話し合っていっ

たらよいのかもわからずに戸惑うことになって

しまいます。わかりあえる経験を重ねることに

よって、人間関係は修復できることを実感でき

れば、友人関係が難しくなる高学年や中学校に

うまくつなぐことができるのです。

　小学校高学年から中学校にかけては、他人の

目を気にするようになります。他人からどう見

られているのかが大変気になり、自分が目立た

ないように、仲間から外されないように、周り

に気を遣いながら学校生活を送っています。で

すから、この時期は、他人の視線に配慮したか

かわりが必要になります。ほめる時も、みんな

の前で伝えることが本人にとって嬉しいことで

あるとは限りません。よいことであっても、個

人的に伝えるのか、他の教職員や友達を介して

伝えるのか、その子の性格や伝える内容や学級

内の人間関係を考慮する必要があります。叱る

時も、みんなの前で恥をかかせるような「見せ

しめの指導」は効果を上げるどころか、教師へ

の信頼関係を失わせてしまうことになるのです。

　高校生になる頃には、自分や他人のことを客

観的にみることができるようになってくるので、

人間関係においても、自分と相手の特徴を踏ま

えて関係の持ち方を考えていけるようになって

きます。ですから、その子にあった人とのつき

あい方を尊重し認めていくことが求められます。

しかし、まだまだ不安定な時期でもあるので、

見守っていく必要があり、本人の求めに応じて

援助していかなくてはなりません。

　これまで述べてきたように成長過程において、

安心できる二者関係や、せめぎ合う中でも分か

り合える経験がないと、友達と深く信頼関係を

築いていくことが難しくなります。人間関係に

つまずいた時は、もう一度教師との二者関係の

中で、人間関係を再構築していくことによって

安心感が得られ、再び人とかかわろうとする意

欲が生まれてくるのです。

（3）安心できる関係

　現在、学校では、いじめや不登校が課題にな

っていますが、不登校の子どもの中には、友人

関係のもつれや、いじめに関係した経験を持つ

ことが少なくありません。このような場合は、

人間関係の土台としての安心できる関係をつく

り、「人」に対する信頼感を取り戻すことから

始めることが必要なのです。

　どのような場合であっても、先生は、自分の

ことを理解しようとしてくれる、受け入れよう

としてくれるという安心感が、子どもの大きな

支えになります。

　教師と子どもの間に信頼関係が築かれ、子ど

も一人一人が安心できる学級やホームルームが

できると、子どもの人間関係に広がりが見られ

ます。受け入れられていると感じている子ども

は、相手の思いを聞くことができます。教師と

子どもの安定した信頼関係が、今度は、子ども

と子どもの人間関係をを築いていく原動力とな

り、その子どもたちでつくる、学級やホームル

ームにおいても安心できる関係ができてくるの

です。
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るためには、教師と子どもの日々の信頼関係づくりが大切です。教師の温かい言葉か

けやかかわりは子どもに安心感を与え、さらに教師や友達から認められたという体験

は、子どもにとって大きな自信になっていくといえます。教師が、授業、特別活動、

部活動等、学校生活のさまざまな場面で子どもに援助的な働きかけをしていくことは、

人間関係を築く力を育てるために最も有効な手だてであると考えます。

　限られた紙面の中ではありますが、できるだけ分かりやすい内容になることを基 

本方針に編集を進めました。今後、児童生徒一人一人が、個性や持っている力を十分

に発揮し、生き生きとした学校生活が送れるようにするための参考としていただけれ

ばたいへん幸いに存じます。

　当総合教育センターでは、不登校やいじめ等のさまざまな児童生徒の問題について

の教育相談を実施しています。また、学校からの児童生徒に関する相談にも応じてい

ますので、是非とも教育相談部に御相談ください。
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